
2023年度入学試験問題       211

情報科学部A方式 I日程・デザインエ学部A方式 I日程

理工学部A方式 I日程・生命科学部A方式 I日程

2 限 数   学 (90分 )
(注意事項〉

1.試験開始の合図があるまで,問題冊子を開いてはいけません。

2.解答はすべて解答用紙に記入しなさい。

3.志望学部・学科によって解答する問題が決まっています。問題に指示されている

通りに解答しなさい。指定されていない問題を解答した場合,採点の対象としない

ので注意すること。

4.問題文は4ページから34ページまでとなっています。

5.マークシート解答方法については以下の注意事項を読みなさい。

(1)解答上の注意

問題文中の ア,イ ,ウ ,…・のそれぞれには,特に指示がないかぎり,一 (マ

イナスの符号),ま たは 0～ 9ま での数が 1つずつ入ります。当てはまるものを

選び,マークシートの解答用紙の対応する欄にマークして解答しなさい。

ただし,分数の形で解答が求められているときには,符号は分子に付け,分

母・分子をできる限り約分して解答しなさい。

また,根号を含む形で解答が求められているときには,根号の中に現れる自然

数が最小となる形で解答しなさい。

〔例〕

ア ―/丁
と答えたいときには,以下のようにマークしなさい。

ウエ
14

ア ● ◎ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ③ ⑨

イ 000② ● ④ ⑤ ⑥ 00⑨
ウ 00● ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ③ ⑨
エ 000② ③ ● ⑤ ⑥ ⑦ ③ ⑨

マークシート解答方法の注意事項は裏表紙に続きます。問題冊子を裏返して読

みなさい。ただし,問題冊子を開いてはいけません。
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(2)記入上の注意

マークシートの解答用紙に解答するときには,以下のことに注意してマークし

なさい。

① HBの黒鉛筆を用いてマークしなさい。万年筆,ボールペン,シ ャープペン

シルなどを用いてマークしてはいけません。

② 解答を訂正する場合には,消 しゴムできれいに消してから,あ らためてマー

クしなさい。

③ マークシートの解答用紙を汚したり折りまげたりしてはいけません。

④ 所定欄以外にはマークしたり,記入したりしてはいけません。

⑤ アの解答を3にマークするときには,以下のようにマークしなさい。

正 しいマークの例

ア 000② ● ④ ⑤ 000⑨

悪いマークの例

枠外にはみ出してマークしてはいけません。

枠全体をマークしなさい。

Oでかこんでマークしてはいけません。

Xを書いてマークしてはいけません。

6.問題冊子のページを切 り離さないこと。

（ｕ
）

④ ⑤

（四
）一②

O◎ ① ②

①◎0
000② 00⑤

000② 800

ア

ア

ア

ア
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デザインエ学部システムデザイン学科,生命科学部生命機能学科のいずれかを志

望する受験生は,〔 I〕 〔Ⅱ〕〔Ⅲ〕〔Ⅳ〕〔V〕 を解答せよ。

情報科学部ディジタルメディア学科,デザインエ学部都市環境デザインエ学科,

理工学部機械工学科機械工学専修 。応用情報工学科のいずれかを志望する受験生は,

〔I〕 〔Ⅱ〕〔Ⅲ〕〔Ⅵ〕〔Ⅶ〕を解答せよ。

〔:I〕

〃平面上の点で,χ 座標とノ座標がともに整数である点を格子点という。

(1)連立不等式

∫
l

1≦ χ≦ 4

1≦ ノ≦ 4

の表す〃 平面上の領域をDと する。

(1)Dに含まれる格子点の総数は ア イ である。

(ii)Dに含まれる格子点の中から,異なる 3つの格子点を選ぶ選び方の総数

は ウエオ である。

(〔 I〕の問題は次ページに続く。)
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(面)Dに 含まれる格子点の中から,異なる 3つの格子点を選ぶ。

・ 選んだ 3点が一直線上にあり,その直線が,χ 軸に平行である選び方の総

数は カ キ である。

・ 選んだ 3点が一直線上にあり,その直線の傾きが 1である選び方の総数は

である。

。選んだ 3点が一直線上にある選び方の総数は ケ コ である。

(〔 I〕の問題は次ページに続く。)

ク
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(2)直線 3χ +5ノ =68を ″とする。″上にある格子点全体の集合をιとする。

占 1 サ シ はιの要素である。
( )

′を整数として,χ -1= ′とすると,ス

χおよび夕を整数とする。

点 (χ ,ノ )がιの要素であるのは,χ -1が ス の倍数のときである。

チツテ である。

y= セ ソ ′

である。

点 (χ ,夕 )が Lの要素であるとき,χ2+夕2の最小値は

連立不等式

|

χ ≦≦20

ノ≦≦20

の表すη平面上の領域をEと する。

集合 L∩ Eの要素の個数は である。

点 (χ ,夕 )が L∩ Eの要素であるとき,χ +ッ の最小値は ナ である。

タ

」
Ｆ
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(計 算 用 紙)
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〔II〕

平面上の点 0を 中心とする半径 4の円を Cと する。

P,Q,Rを ,C上の異なる3点 とし,

OP=ρ ,  OQ=9,  OR=γ

とおく。

である。

(1)三角形 PQRの重心を Gと し,Sを ,Oζ =夕 +ク +″ を満たす点とする。

↓ＯＳ

〓

↓
Ｒ一Ｑ

↓
Ｓ
一
Ｐ

OG

であり,ベクトル PSと QRの内積は

である。

(〔 Ⅱ〕の問題は次ページに続く。)

イ

ウ

-8-
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(2) PQ・ PR=0と する。

三角形 PQRの 内角∠QPRの大きさは

ただし,

A群

である。

エ については,以下のA群の③～⑨から1つを選べ。

④

2
⑨π

オカキ である。

(〔 Ⅱ〕の問題は次ページに続く。)

エ

Ｌ

２

フ

一
１

③

π

一
２

⑤

9・ γ =

Ｏ
Ｏ

π

一
４

５

一
６

③

　

③

π

一
６

３

一
４

②

　

⑦

π

Ｏ
Ｏ

う
０

π

Ｏ
υ

　

″
／

①

　

⑥ π
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(3)7=イとし,QR=2√アとする。
Pを通り直線 OPに垂直な直線を″とし,Tを ,″ 上の点とする。

OT・ ρ = クケ

である。

直線 QRと ″の交点を Uと する。

′を実数とし,QU=′ QRと する。

クとγのなす角をθとする。

COSA:
サ

である。

η + セ

である。

直線 OUと PRの交点をVと すると,

フ
‐

，
Ｔ
Ｊ
一〇１ γ

/OV= 9+
チ ツ チ ツ

である。

コ

-10-
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(計 算 用 紙)
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〔III〕

実数χに対して,χ を超えない最大の整数を [χ ]で表す。

たとえば,1√3]=1,[π ]=3である。

(1) α=lo号 (/10-2),ι =lo場 {7(/10-3)}とする。

α ― b=log上~2

である。

yTo+ ア
=′ とおく。

r/m1: だから,[′ ]= エ である。

(〔Ⅲ〕の問題は次ページに続く。)

イ

イ

ウ
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χ>0で定義された関数/(χ)=log=χ は,χ >0において する。

については,以下のA群の①,② から1つを選べ。ただし,

A群

① 増加

′は
,

ただし,

のC群の①～③から,それぞれ1つを選べ。

B群

① O<′ <l   ② l<′

C群

② 減少

カ を満たすから,α bである。

については以下のB群の①,② から, キ については以下

① <

底の変換公式を用いると

/面 +

であり,

③ >

(〔Ⅲ)の問題は次ページに続く。)

②

10g2α

／
４

コ

である。

オ

オ

キ

力

ク

-13-
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(2)2を正の整数とする。

スを,[10g34]=“ となる整数とし,3を ,[10g3B]=π +2と なる整

数とする。

4と ュ それぞれの最大値および最小値を考えると,B-4の 最小値が

セ であり,最大値が であることがわかる。ソ

ただし,

06× 3″

② 8× 3″

⑤  24× 3″

③  26)く 3″

③   6× 3″ +1

③   8× 3″ +1

⑥ 24× 3″ +1

⑨ 26× 3″ +1

については,以下のD群の○～⑨からそれぞれ1つ

を選べ。ここで,同 じものを何回選んでもよい。

D群

①  8× 3″ -1

④  24× 3″ -1

⑦  26× 3″ - 1

(〔Ⅲ〕の問題は次ページに続く。)

-14-
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(3)[log3(π +150)]=[lo島 (%+8)]+2を 満たす正の整数 %の個数につい

て考える。

正の整数 %に対 して,110g3(%+150)]=[log3(%+8)]+2が 成 り立つ

とし,[lo踊 (π +8)]=%と おく。

(2)に おける4,Bを ,それぞれス =%+8,B=π +150と する。

だから,解 =

集合 Sを

で定めると,

となる。

チ ≦ %≦ ツ テ

,κ は正の整数

,″ は正の整数

タ

s : {,l ltog,{ n + 8)l :
|

S={κ
l

|

である。

[10g3(κ +150)]=[log3(%+8)]+2を 満たす正の整数 %の個数は

トナ である。

タ

- 15 -
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次の問題〔Ⅳ〕は,デザインエ学部システムデザイン学科,生命科学部生命機能学

科のいずれかを志望する受験生のみ解答せよ。

〔IV〕

関数/(χ )を ,

/(χ)=χ (χ -3)2

とする。

/(χ )の導関数を/′ (χ )と すると,

/′ (χ)= ア χ
2_
(

χ +

である。

(〔Ⅳ〕の問題は次ベージに続く。)

イ ウ
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(1)力 を実数とする。

方程式 χ(χ -3)2=力 が異なる3個の実数解をもつたの範囲は

エ <た <

である。

力を, エ <力 < を満たす実数とし,α ,β ,γ を,/(χ )=力 の異な

る実数解 (α <β <γ )と する。

a+B+T: aB+Bl*ya:

である。

α,β ,γ が等差数列をなすとすると,β = であり,α は

α
2_

α + =0 ①コ

を満たす。また,力 = である。

(〔Ⅳ〕の問題は次ベージに続く。)

オ

オ

キ

ク
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(2)/(χ )一 サ =0を満たす実数χのうち最小のものをαとする。

%を ,実数とする。

□′
定積分光 {

/(χ )一 サ ル の値を%の式で表すと,
}

´
′
‐

　

　

　

″

‥
′
ム

/(χ )一 サ グχ = %4+
{ |

%十

である。

ただし,

を選べ。ここで,同 じものを何回選んでもよい。

A群

②

ン については,以下のA群の①～③からそれぞれ1つ

っ
ん
　
　
／
１
１
１
１
、

∠

ェ

⑥

１

１

一
３

①

　

⑤
)

１

一

９

一
２

ｒ

ｌ

、

④

　

③
９
一

■

４

ｒ
ｌ
ヽ

③

　

⑦

①より,

-1

サ

rLヱ」 f

力 1/(χ)~
チ

″ である。
}

ツ

ンヽ タ

タ
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(計 算 用 紙 )
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次の問題〔V〕 は,デザインエ学部システムデザイン学科,生命科学部生命機能学

科のいずれかを志望する受験生のみ解答せよ。

〔V〕

数列 {α″}は ,漸化式

1

の+2=~~τ
「
α″+1+6α″

を満たし,αl=場二α2=5とする。

(π =1,2,… )

α3== ア である。

数列 {b″ )を ,み″=α″+1+2α″(κ =1,2,・ …)で定めると,{ι″}は等比数列

である。

bl=

である。

エ , ′=

イウ である。

{ι″}の公比は,互いに素な正の整数s,′ を用いて,う と表すことができる。

で

Ｓ

一
′

〓

(〔 V〕の問題は次ページに続く。)

オ
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{ι″}の一般項は

である。

ただし,

である。

bn:ar*t+2an

力 については,以下のA群の③～⑨からそれぞれ 1つ を

①

選べ。ここで,同 じものを何回選んでもよい。

A群

⑥ π-5 ① %-4 ② %-3 ③ %-2 ④ %-1

⑤ %   ⑥ π+l ⑦ %+2 ③ z+3 ⑨ π+4

数列 {θ″}を ,θ″=α″+1-:α″(η =1,2, )で定めると,{θ″}も 等比数列

である。

{ι″}の公比をγとすると ″ = ~

θ″+1 == γθ″

(〔 V)の問題は次ページに続く。)

キ

ク

-21-
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{θ″}の一般項は,

〓α

Ｓ

一
′

一α〓 ①

である。

ただし, については,21ページのA群の①～⑨から1つを選べ。

① と① から,

α″
:=

-々1

千_11::1__′ [ョ )
|チ日
′

|

ヽ
°       /

1
×

である。

ただし, については,21ページのA群の③～⑨からそれぞれ

1つ を選べ。ここで,同 じものを何回選んでもよい。

α″<0と なる最小の正の整数 %は , セ ソ である。

ここで,必要ならば,1.58<log2 3<1.59で あることを用いてもよい。

S″ =Σ ιヵとする。

3b″ 一 S″ = タチ

である。

ケ

- 22 -
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(計 算 用 紙)
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次の問題〔Ⅵ〕は,情報科学部ディジタルメディア学科,デザインエ学部都市環境

デザインエ学科,理工学部機械工学科機械工学専修 。応用情報工学科のいずれかを

志望する受験生のみ解答せよ。

〔V[〕

ιを自然対数の底とし,対数は自然対数とする。

(1)定積分

の値をfと おく。

″=sin χとおいて置換積分を行うと,

′ ('

ス

f=

1    _

―
″

COS χ

′

光

日
″
”

となる。

ただし,

のB群の③～③から,それぞれ1つを選べ。

A群

ア については以下のA群の⑥～③から, については以下

④一
１

　

′

③

③

１

一
３

③

一３

一
２

√

一ィ
∠

一２

戸

／

一‥

ヽ
ノ
バ
‐‐マ

１

一
６

２

一
３

③

　

⑤

1

3

② 2 ④

③

′
2

つ
ん

群

◎

⑤

B

⑥

① ′+1

⑥ ′2_1

⑦

②

⑦

ｎ
乙

″
2+1 1_′ 2

- 24-
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(〔Ⅵ〕の問題は次ページに続く。)



イ

1
を部分分数に分解すると

′
l

l

:

1

ヽ

1
ヽ
l

:

:

:

ノ

エ オ

となる。

,,′ゞ〕  |
′‐ ′‐ υ

' |

1つ を選べ。

f=

である。

エ

log

|`こついては,前ページのB群の③～③からそれぞれ

(〔Ⅵ〕の問題は次ページに続く。)

イ ウ

オ

カ
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(2)関数/(χ )を ,

/(χ)=ξ
「7(0<χ

<2π ,χ ≠π)

とする。

/(χ )の導関数を/′ (χ )と する。 0<χ <2π ,かつχ+π を満たすχに対し

て ,

ι
~サ｀

/′ (χ)=

である。

ただし,

を選べ。

C群

⑥ sin2χ

③ cosχ

⑥  ― sin χ +cos χ

については,以下のC群の③～③からそれぞれ1つ

①   cos2χ

④  sinχ +cos χ

⑦  ― sin χ 一 cos χ

②  sinχ

⑤  sinχ ― cos χ

③  2sin2 χ

(〔Ⅵ〕の問題は次ページに続く。)

キ

キ ク
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キ

三角関数の合成を用いると,

ケ sn χ + コ

については,以下のD群の○～⑨から1つを選べ。

である。

ただし,

D群

π

　

　

　

　

π

一　
　

　
　

　

一

２

一
３

５

一
４

②

　

⑥

π

一
３

７

一
６

７

一
４

①

　

⑤

　

⑨

π

一
４

５

一
６

５

一
３

③

　

④

　

③

π

一
６

３

一
４

４

一
３

０

　

③

　

⑦

/′ o)=0と なるχのイロ手は,χ = である。

については,上のD群の○～⑨

(〔Ⅵ〕の問題は次ページに続く。)

サ

ただし, ン とし, サ<

からそれぞれ 1つ を選べ。

コ

ンヽ

サ ンヽ
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ス

0<χ <π において,ズχ)は ス

π<χ <2π において,ズχ)は セ

- 28 -

ただし
,

セ については,以下のE群の①～④からそれぞれ1つ

を選べ。ここで,同 じものを何回選んでもよい。

E群

① つねに減少する         ② つねに増加する

③ 増加したのち減少する      ④ 減少したのち増加する

(〔Ⅵ〕の問題は次ページに続く。)



ソ タ

力を実数とする。

方程式 /(χ)=た の,実数解の個数が 0であるのは,

<た <

のときである。

ただし,

を選べ。

F群

ソ については,以下のF群のO～⑨からそれぞれ 1つ

○ -1 ③ 0 ① l ② /7θ―
=

③ _/πアι―を ④ /πアι―
=π

  ⑤ ―/電アι―
=π

 ⑥ 7πアι―
=π

⑦ _/πアι―
=π

 ③ /電アι―
=π

  ⑨ ―/三アι―
=π

- 29 -
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次の問題〔Ⅶ〕は,情報科学部ディジタルメディア学科,デザインエ学部都市環境

デザインエ学科,理工学部機械工学科機械工学専修 。応用情報工学科のいずれかを

志望する受験生のみ解答せよ。

〔ⅥI〕

ιを自然対数の底とし,対数は自然対数とする。

たを負の実数とする。

関数/(χ)を

/(χ)=χた10g χ  (χ 〕>0)

とし,座標平面上の曲線ノ=/(χ)を Cと する。

/(χ )の導関数を/′ (χ)と すると,χ >0において

である。

ただし
,

logr +

ア については,以下のA群の○～⑨からそれぞれ1つ を

選べ。ここで,同 じものを何回選んでもよい。

群

Ｏ

③

⑦

Ａ

(カ ー 2)

(力 +2)

(― 力 +1)

⑥ (カ ー 1)

④  (―カー 2)

⑧  (一カ+2)

① カ

⑤  (― た-1)

⑨  (― 力+3)

② (力 +1)

⑥ ―カ

(〔Ⅶ〕の問題は次ページに続く。)

ウ

イ
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/′ (χ)=0と なるχの値をαとする。α= エ である。

エ については,以下のB群の○～⑨から1つを選べ。ただし,

B群

1
○ ―カ ③

④ θ~カ

① l ②

⑥ ι-1
た

③ カ

ただし,

C群

⑤ ι―÷

1

⑦ θ ③ ι た ⑨ ιカ

力<0であるから,χ =α において,ズχ)は

については,以下のC群の①～⑤から1つを選べ。

① 極大値であり,最大値でもある
② 極大値であるが,最大値ではない

③ 極小値であり,最小値でもある

④ 極小値であるが,最小値ではない

⑤ 極値ではない

(〔Ⅶ〕の問題は次ページに続く。)

オ
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キ

/(χ)の第 2次導関数を/″ (χ )と すると,χ >0において,

である。

ただし,

選べ。ここで,同 じものを何回選んでもよい。

D群

○ (カ ー2) ③ (カ ー1) ① カ

③ (た
2_1) ④ た2    ⑤ (ヵ

2+1)

⑦ ヵ(ヵ +1) ③ (ヵ
_1)2  ⑨ (ヵ +1)2

/〃 (χ)=0と なるχの値をうとする。

αとbを比較すると,
コ

力 については,以下のD群の○～⑨からそれぞれ1つ を

f"(x):x

コ

クlogr +

である。

② (た +1)

⑥ 力(た -1)

<

ただし,

選べ。

E群

① α ② わ

サ については,以下のE群の①,② からそれぞれ1つ を

(〔Ⅶ〕の問題は次ページに続く。)
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ンヽ0<χ < コ において,/(χ )は である。

コ

サ

<χ < サ において,/(χ)は ス である。

<χ において,/(χ)は セ である。

ただし
, セ については,以下のF群の①～④からそれぞれ1つ を

選べδここで,同 じものを何回選んでもよい。また,必要ならば,力 <0の とき,

xlil110χ

力10g χ=~∞ および
恕 /句

Og χ=0

であることを用いてもよい。

F群

① つねに減少し,Cは上に凸
② つねに減少し,Cは下に凸
③ つねに増加し,Cは上に凸
④ つねに増加し,Cは下に凸

(〔Ⅶ〕の問題は次ページに続く。)
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0
た=一 ―
ナ
のとき,Cと 2直線χ=1,χ =ι およびχ軸で囲まれた部分の面

積をSと する。

S=

である。

ただし,

G群

チ については,以下のG群の①～⑨から1つを選べ。

1
① -3 一

　

３

一
２

②

　

⑦

③ ④ -l  ⑤
2

⑥ つ
ろ

③ 2
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⑨ 3

(以 上 )

日 _□ι日

３

一
２



- 35 -


